
こ
の
度
の
教
区
御
遠
忌
を
機
縁
に
、

左
記
の
「
現
物
寄
付
」
並
び
に
金
沢
別

院
本
堂
仏
具
等
を
対
象
と
し
た
「
指
定

寄
付
」「
仏
具
新
調
志
」
を
募
集
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
お
志
を
賜
り
ま
し
た
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
ご
披
露
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
物
寄
付

中
尊
前
打
敷
・
水
引

金
沢
教
区
坊
守
会�

様

大
谷
婦
人
会�

様

祖
師
前
打
敷

金
沢
教
区
坊
守
会�

様

大
谷
婦
人
会�

様

本
堂
内
陣
・
外
陣
カ
メ
ラ
機
材
一
式

金
沢
教
区
声
明
会�

様

菊
灯（
御
代
前
・
北
余
間
・
南
余
間
）

金
沢
教
区
准
堂
衆
会�

様

三
衣
袋
・
坐
具

金
澤
教
区
掛
役
之
会�

様

輪
番
五
条
袈
裟

匿
名

列
座
五
条
袈
裟
・
裳
附
・
差
貫

龍
華
山　

安
養
寺　

松
浦
教
祐�

様

職
員
畳
袈
裟

龍
華
山　

安
養
寺　

松
浦
教
祐�

様

事
務
職
員
間
衣

龍
華
山　

安
養
寺　

松
浦
教
祐�

様

駐
車
場
ラ
イ
ン
引
き

金
沢
幼
稚
園�

様

鍵
役
用 

浄
土
三
部
経

宮
腰
山　

仰
西
寺　

熊
谷
宗
惠�

様

指
定
寄
付（
受
付
順
）

供
笥（
白
生
地 

桧
材
）祖
師
前

中
村
美
喜
子�

様

和
讃
卓（
本
漆
塗
）

菅
原　

邦
夫�

様

供
笥（
白
生
地 

桧
材
）中
尊
前

中
村　

潔�

様

金
灯
籠（
金
箔
押
）祖
師
前

山
口　

修�

様

玄
関
幕（
二
ツ
紋 

シ
ル
ッ
ク
縮
緬
地
）

龍
華
山　

安
養
寺　

松
浦
教
祐�

様

経
積
卓（
朱
塗 

本
漆
塗
）

廣
田　

稔�

様

供
笥（
内
外
金
箔
押
蓮
水
彩
色

本
漆
塗
）御
代
前

金
沢
真
宗
学
院
同
窓
会�

様

供
笥（
白
生
地 

桧
材
）御
代
前

金
沢
真
宗
学
院
同
窓
会�

様

金
灯
籠（
金
箔
押
）中
尊
前

長
島　

賢
良�

様

仏
具
新
調
志（
受
付
順
）

口
数　

２
口

大
村　

昭
男�

様

小
山　

健�

様

口
数　

１
口

千
田　

努�

様

千
田　

耕
平�

様

笹
川　

将
人�

様
真
宗
大
谷
派
金
沢
別
院

御�

寄�

付�

御�

礼



御

鶴
来
・
金
沢
両
別
院
で
厳
修
さ
れ
る

御
遠
忌
法
要
は
目
睫
に
迫
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
３
年
間
の
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
金
沢
教
区
の
僧
侶
・
門
徒
は
そ
れ

ぞ
れ
に
御
遠
忌
の
意
味
を
考
え
る
機

会
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

御
遠
忌
テ
ー
マ
「
よ
ろ
こ
び
は　

い

つ
も
こ
こ
に

－

今
、
親
鸞
さ
ま
に
出
あ

う
時

－

」
か
ら
は
、
親
鸞
聖
人
が
大
切

に
さ
れ
た
念
仏
の
教
え
を
聴
聞
し
確

か
め
、
教
え
を
鏡
と
し
て
、
縁
に
よ
っ

て
価
値
観
（
も
の
さ
し
）
が
変
わ
る
危

う
い
自
己
に
目
を
向
け
、
そ
し
て
見
直

す
。
そ
う
い
う
生
き
方
・
人
生
を
門
徒

と
共
に
歩
み
、
い
た
だ
い
て
い
る
生
命

を
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
互
い
に

た
た称

え
、
よ
ろ
こ
び
合
う
こ
と
が
願
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
お
れ
は
門
徒
に
も
た
れ
た
り
と
。

ひ
と
え
に
門
徒
に
や
し
な
わ
る
る
な

り
」（
空
善
聞
書
）
。
こ
れ
は
本
願
寺
八

代
蓮
如
上
人
の
お
言
葉
で
す
。
共
に
生

き
て
い
る
上
人
の
姿
勢
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

御
遠
忌
法
要
の
円
成
を
機
に
、
真
に

念
仏
の
道
を
歩
む
こ
と
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
を
尋
ね
る
こ
と
こ
そ
が
大

切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
今
ま
で
も
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
門
徒
の
視
座
を

忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
僧
侶
と
門
徒

が
共
に
あ
る
教
区
・
宗
門
で
あ
り
た
い

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

坂
本
　
学
（
御
遠
忌
委
員
会
委
員
長
）

御
遠
忌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
区
御
遠
忌
に
思
う


